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　　加　茂　祐　一　（宮城広瀬高）　　三　浦　まゆみ　（石巻西高）　　　　　鈴　木　ななえ　（宮城水産高）

　　近　江　正　彦　（村田高）　　　　鈴　木　　　健　（一迫商業高）　　　　高　橋　敏　幸　（佐沼高）

　　佐　藤　敏　明　（岩出山高）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　昇　一　（富谷高）
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東北地区優秀賞に３校受賞

東北地区広報紙コンクール結果　　　　　　　　　　宮城県広報紙コンクール結果

�"�ø��　気仙沼向洋高、登米総合産業高、　　　　　�"�ø�‡　気仙沼向洋高、登米総合産業高、

　　　　気仙沼高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気仙沼高、宮城野高、柴田農林高

第74回東北地区高等学校PTA連合会仙台大会
仙台大会情報交換会開催・前日準備　
　大会に先立ち、前日７月１日（火）夕方には東北各県参加者による情報交換会（レセプション）が仙台サンプラザホ

テルを会場に開催され、東北各県そして県内から 413 名の参加者が集まり、それぞれのPTA活動への思いを語り合い、

大いに交流を深めました。恒例の鏡割りの他、宮城大学すずめ踊りサークル「娘すずめ。」によるすずめ踊りがアトラ

クションとして披露され、参加者を大いに楽しませてくれました。県内の高校生が育てたお米で作った日本酒も提供さ

れました。また、大会会場のサンプラザホールでは、午後に前日準備が各担当ごとに行われ、翌日の大会本番に向けて、

入念な打合せと会場設営・配付資料の準備を行いました。

 ７月１日（火） 

情報交換会　　17：30 ～ 19：30　　　会場：仙台サンプラザホテル 

１　開会のことば　　　　　４　来賓紹介　　　６　アトラクション　　　　　　　　　７　祝　宴・地酒紹介

２　大会会長あいさつ　　　５　乾　杯　　　　　　宮城大学すずめ踊りサークル　　　８　閉会のことば

３　祝　辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「娘すずめ。」　　　　　　　　　　　　
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編／集／後／記　　東北大会が無事に終了しました。まだまだ事後のまとめ作業は残っていますが、とりあえず一段落というところで

す。各校の会員の皆様には、令和５年度の全国高Ｐ連宮城大会で経験したノウハウを生かしつつ、今回の仙台大会

が充実した大会になるよう、たくさんご協力いただきました。誠にありがとうございました。

第74回東北地区高等学校PTA連合会仙台大会

 ７月２日（水）　　　会場：仙台サンプラザホール 

１　開会行事　　　　　9：30 ～ 10：40

　◇オープニング　高校生発表　宮城県大河原産業高等学校ギター部

　⑴ 開会宣言　　　　⑷ 来賓祝辞　　⑺ 表彰等

　⑵ 歓迎のことば　　⑸ 来賓紹介　　⑻ 東北高Ｐ連役員紹介

　⑶ あいさつ　　　　⑹ 祝電披露　　⑼ 閉会のことば

 ２　基調講演　　　　10：45 ～ 12：10　

　　　講師　オーストラリア国立大学　　教授　川口淳一郎　氏

　　　演題　「やれる理由こそが着想を生む

　　　　　　　～「はやぶさ」、「はやぶさ２」を完遂させた力～」

「見つけよう 個を生かす時代のＰＴＡ活動

～一緒に探しませんか？多様性の時代にできること～」
　令和７年７月２日（水）、仙台サンプラザホールを会場に第 74 回東北地区高等学校 PTA 連合会仙台大会が開催され

ました。県外から参加者 573 名、宮城県内から役員含めて 412 名、全体で 1,076 名が参加しました。

　大会当日は、開会行事が大会実行委員長の瀧口愛美仙塩支部長の歓迎のことば、大会会長の宮城県高 P 連稲垣美樹

会長、全国高 P 連田名部智之会長の挨拶に続き、東北地区高 P 連表彰（表彰状・感謝状・広報紙コンクール表彰）が

行われました。次の基調講演は、小惑星探査機「はやぶさ」プロジェクトで知られる現オーストラリア国立大学教授川

口淳一郎氏から、「やれる理由こそが着想を生む ～「はやぶさ」、「はやぶさ２」を完遂させた力～」と題して行われ、

多くの参加者から素晴らしい講演だったとの感想をいただきました。

　午後の研究協議では、「個々の力を生かすＰＴＡ活動とは」というテーマで各県発表が行われ、本県から名取北高校

の佐藤美香会長が発表者として登壇し、「地域とつながり子どもたちと歩むＰＴＡ活動～コロナ禍からの再出発・新た

な取り組み～」というテーマで発表を行いました。

　最後の閉会行事では、次年度開催となる秋田県からの挨拶があり、観光キャラクターなまはげ型子どもロボット「ん

だッチ」とともに「来年は秋田でお待ちしております」の文字を掲げ、来県アピールを行いました。

 ３　高校生発表　　　13：00 ～ 13：15　

　　　仙台育英学園高等学校チアリーディング部

 ４　研究協議　　　　13：20 ～ 14：50　

テーマ　「個々の力を生かすＰＴＡ活動とは」

　⑴ 研究発表（各県代表）

　⑵ 質疑応答　　　⑶ 指導助言

 ５　閉会行事　　　　14：50 ～ 15：00　

　⑴ 次期開催県あいさつ（秋田県）

　⑵ 閉会宣言


